
決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査
は
、

１
０
月
１
５
日
、
１
６
日
、
２
０
日

の
三
日
間
に
わ
た
り
総
務
委
員
会
、

文
教
厚
生
委
員
会
、
経
済
建
設
委
員

会
所
管
ご
と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
質

問
事
項
は
多
岐
に
わ
た
り
、
委
員
一

人
４
０
分
の
持
ち
時
間
で

各
担
当
課
に
質
問
。
日
本

共
産
党
の
服
部
議
員
の
質

問
の
う
ち
、
消
費
税
に
関

し
て
、
修
学
旅
行
費
に
つ

い
て
、
国
府
宮
駅
周
辺
開

発
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

国
か
ら
の
地
方
消
費
税

交
付
金
は
、
３
５
億
２
１

６
６
万
円
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
う
ち
実
際
に
社
会
保

障
の
財
源
と
し
た
の
は
、

１
９
億
６
４
８
８
万
円
で
す
。
一
部

一
般
財
源
化
さ
れ
、
全
額
使
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
も
と
も
と
消
費
税
導
入

の
口
実
は
「
社
会
保
障
充
実
の
た
め
」

で
し
た
。
全
て
医
療
・
介
護
・
年
金

に
使
う
べ
き
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。

修
学
旅
行
費
用
は
、
各
学
校
ご
と

で
異
な
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校
で
は

平
均
３
万
１
０
９
１
円
、
中
学
校
平

均
６
万
２
３
８
６
円
で
す
。
学
校
ご

と
で
は
、
領
内
小
２
万
５
０
３
３
円

に
対
し
坂
田
小
３
万
７
３
９
０
円
。

稲
沢
西
中
が
５
万
９
２
０
２
円
に
対

し
平
和
中
６
万
８
４
２
２
円
で
一
万

円
程
度
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
就
学
援
助
金
（
小
学
校
２

万
２
６
９
０
円
、
中
学
校
６
万
９
１

０
円
）
を
超
え
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

と
く
に
小
学
校
は
す
べ
て
就
学
援
助

の
上
限
を
超
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も

が
通
う
学
校
に
よ
っ
て
保
護
者
の
負

担
が
異
な
る
の
は
、
お
か
し
な
こ
と

で
す
。
修
学
旅
行
費
の
補
助
拡
充
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

稲
沢
市
は
、
国
府
宮
駅
周
辺
開
発

に
つ
い
て
、
ま
ず
西
口
駅
前
広
場
の

整
備
を
行
お
う
と
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま

で
国
府

宮
ビ
ル

の
物
件

調
査
に

５
１
７

万
円
を

使
い
、

委
託
業

務
全
体

で
１
３

４
９
万

円
の
決

算
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後
再
整
備

が
本
格
化
す
れ
ば
ど
れ
だ
け
の
予
算

が
使
わ
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
国

府
宮
駅
利
用
者
数
は
２
万
人
前
後
で

大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
の
に
、
開

発
を
進
め
る
こ
と
に
は
反
対
で
す
。
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稲
沢
市
議
会
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
開
き
、
昨
年
度
（
２
０
２
４
年

度
）
の
各
会
計
の
予
算
執
行
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
１
０
月
２
０
日
ま

で
に
委
員
会
質
問
を
終
え
て
、
各
会
計
の
認
定
を
委
員
会
採
決
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
服
部
俊
夫
議
員
は
、
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
の
決
算
に
反
対

し
ま
し
た
（
反
対
討
論
は
別
掲
）
が
、
そ
の
他
の
会
計
も
含
め
て
賛
成
多

数
（
一
部
全
会
一
致
）
で
全
て
の
決
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

稲
沢
市
決
算
特
別
委
員
会

２
４
年
度
の
各
会
計
決
算
を
審
査

地
方
消
費
税
交
付
金

全
て
社
会
保
障
財
源
に

日
本
共
産
党
と
し
て

は
、
２
０
２
４
年
３
月

議
会
で
、
一
般
会
計
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
、
介
護
保
険
特
別
会

計
、
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
の
各
予
算
に

反
対
し
ま
し
た
が
、
た

だ
単
に
決
ま
っ
て
し
ま
っ

た
も
の
の
決
算
だ
か
ら

仕
方
な
い
と
は
し
ま
せ

ん
。
ま
た
、
予
算
が
そ

の
範
囲
内
で
ど
う
使
わ

れ
た
か
だ
け
で
な
く
、

市
民
に
と
っ
て
ど
う
影

響
を
も
た
ら
し
た
か
を

判
断
し
て
反
対
す
る
も

の
で
す
。

第
一
に
、
開
発
優
先

の
ま
ち
づ
く
り
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
国
府
宮
駅
周
辺
の

再
開
発
は
ま
さ
に
そ
の

典
型
で
す
。

第
二
に
、
開
発
あ
り

き
の
財
源
確
保
の
た
め

に
、
公
共
施
設
の
廃
止
、

統
廃
合
を
強
引
に
進
め

て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
学
校
施
設
整
備
基

本
計
画
に
基
づ
い
て
小

学
校
の
統
廃
合
が
進
め

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
を
と
っ
て
も
、
決

算
に
賛
成
す
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。

第
三
に
、
地
方
自
治

の
形
骸
化
に
つ
な
が
る

も
の
で
は
な
い
か
と
い

う
点
で
す
。
例
え
ば
、

保
育
園
や
小
中
学
校
の

給
食
費
の
無
償
化
、
正

規
職
員
を
増
員
し
会
計

年
度
任
用
職
員
で
置
き

換
え
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
、
国
保

や
介
護
保
険
料
の
引
き

上
げ
を
や
め
、
負
担
軽

減
を
行
う
こ
と
な
ど
求

め
て
い
き
ま
す
。

修
学
旅
行
費
の
補
助
拡
充

国
府
宮
駅
周
辺
開
発

今
後
莫
大
な
予
算
が
必
要
？

服
部
市
議
の

反
対
討
論

共
産
党
服
部
議
員
は
一
般
会
計
決
算
な
ど
に
反
対


